
巨
お
ω
重
き
。
翻
旨
。
出
演
μ
。
噂
、
窪
Q
り
び
鶏
ρ
磐
撃

巨
μ
⑦
磯
讐
α
q
ω
冨
。
Ω
琶
凶
m
ゆ
二
§
・

困
邑
巽
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
樗
清
兄
）

　
　
　
0
8
密
万
国
蔦
。
疑
旧
く
○
爵
。
腎
。
・
ひ
q
8
α
q
鑓
℃
窯
①

く
9
μ
茅
器
ω
営
。
㌣
》
ω
…
Φ
ρ
　
○
。
。
8
霞
。
℃
跳
ω
o
財
①
舅
○
議
－

o
算
巳
ひ
q
9
ピ
　
ゆ
9
¢
鳥
昌
●
ω
o
G
。
ω
・
。
一
議
ポ
M
図
タ
・
門
§
＝
鴛
印
ロ
鴇

掛
ぴ
玄
撮
ロ
薦
。
箒
髪
h
み
目
〔
馬
。
ぎ
・
お
ω
鼻
■

　
ρ
缶
8
蕩
9
教
授
難
輯
の
下
に
月
刊
雲
影
○
ω
け
山
郎
δ
冨
及

び
叢
書
○
諭
蓉
鼠
・
・
9
・
蟹
霞
伍
9
毒
ぴ
・
窪
を
嚢
節
し
、
・
シ
や

或
は
東
欧
諸
勢
の
纏
濟
事
忌
の
調
査
に
活
動
し
て
居
る
猫
逸
束
隊

研
究
會
（
U
①
霧
9
Φ
○
霧
①
豪
。
冨
h
幹
録
．
⇒
鱒
毎
戸
ぎ
回
9
δ
毎
．
8
霧
）

は
叢
書
の
第
十
七
巻
に
本
書
を
磁
聾
し
た
。

　
8
ぼ
色
は
序
文
に
於
て
ロ
シ
ヤ
の
統
計
資
料
の
蒐
集
に
困
難
な

事
情
を
遽
べ
て
労
る
が
、
記
数
の
ロ
シ
ヤ
語
の
文
献
を
使
用
も
て

そ
の
峡
を
充
分
補
っ
て
居
る
。
本
書
は
約
三
百
頁
に
蓬
す
る
博
な

り
大
部
の
著
書
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
は
　
般
の
交
通
地
理
學
に

驕
す
る
薯
書
と
嗣
檬
に
聰
論
と
特
薦
に
分
れ
、
濾
論
に
於
て
は
「
自

然
ど
交
懸
」
「
入
類
と
交
通
」
、
交
通
機
關
と
そ
の
分
布
」
に
、
特
論

　
　
　
　
翻
　
　
　
介

に
於
て
は
「
水
上
交
通
執
陸
上
交
通
」
「
航
塞
交
通
」
「
懸
僑
交
通
」
の

各
章
に
匿
分
さ
れ
て
居
る
。

　
そ
の
中
「
窃
然
と
交
通
」
の
部
分
に
於
て
氣
候
と
の
關
係
が
、
多

く
蓮
べ
ら
れ
て
居
る
の
は
、
シ
ベ
リ
ヤ
の
如
き
地
方
に
於
て
は
、

當
を
得
た
方
法
で
あ
ら
う
。
ま
た
「
交
通
機
關
」
の
章
に
於
て
は
，

各
種
の
権
、
猫
耳
舟
、
筏
等
の
設
明
が
あ
り
、
民
族
學
的
に
も
興

味
あ
る
文
字
と
思
は
れ
る
が
、
巻
末
の
僅
か
な
篤
眞
だ
け
で
は
、

細
部
の
構
造
を
理
解
し
難
い
憾
が
あ
る
。
才
ブ
，
レ
ナ
、
エ
ニ
セ

イ
の
諸
系
は
封
鎖
的
な
北
極
洋
に
注
ぎ
、
結
氷
期
の
長
い
鋏
鮎
は

あ
る
が
、
水
路
の
便
の
乏
し
い
シ
ベ
リ
ヤ
で
は
矢
張
り
交
通
の
大

動
脈
を
な
し
て
居
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
饗
っ
て
｛
、
水
上
交

麺
」
の
内
、
陸
水
路
の
部
分
に
最
も
多
く
の
写
照
が
割
れ
て
居
る
。

の
み
な
ら
す
著
者
も
亦
得
意
と
す
る
塚
ら
し
く
、
そ
の
記
事
は
一

つ
の
水
路
誌
と
な
り
得
る
ほ
ど
詳
細
で
あ
る
。
「
陸
上
交
通
し
で
は

餐
地
の
主
要
遽
路
を
記
載
し
、
夏
に
シ
ベ
リ
ヤ
都
道
を
始
め
多
く

の
鐵
道
に
鞭
て
述
べ
て
贋
る
。

　
要
す
る
に
本
書
は
理
論
的
な
何
か
を
求
め
様
と
す
る
入
に
と
っ

て
は
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
で
あ
ら
う
が
、
斯
る
交
通
誌
と
も
構
す

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
ご
號
　
　
観
二
三
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紹
　
　
　
介

べ
き
綿
密
な
記
蓮
は
、
資
料
の
豊
富
な
地
方
で
も
一
寸
行
ひ
難

い
。
然
る
に
我
々
の
知
識
の
極
め
て
乏
し
い
，
資
料
の
不
足
な
此

の
地
方
に
、
こ
れ
だ
け
の
研
究
を
な
し
得
た
と
す
れ
ば
・
日
三
鉱
の

著
書
は
高
く
漁
歌
さ
る
べ
き
で
あ
ら
づ
。
尤
も
強
ひ
て
云
へ
ば
、

航
室
交
通
が
僅
か
三
頁
に
止
っ
て
居
る
の
は
物
足
ら
な
い
。
勿
論

ソ
聯
邦
の
航
室
路
は
購
え
す
攣
夏
さ
れ
る
た
め
，
容
易
に
正
確
な

駄
態
は
知
の
得
な
い
に
し
て
も
、
凝
る
町
鳶
な
交
通
の
溺
れ
た
地

方
に
於
て
は
、
黒
門
交
通
が
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
居
ろ
。

殊
に
米
國
に
吹
で
航
塞
交
通
の
嚢
達
の
著
し
い
ソ
聯
邦
の
航
語
路

の
重
心
が
シ
ベ
リ
ヤ
に
置
か
れ
て
居
る
こ
と
を
考
ふ
れ
ば
、
も
っ

と
多
く
の
新
し
い
馬
脚
が
取
扱
は
れ
て
よ
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
軍
に
航
室
交
通
の
み
に
閥
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
書
の
全

般
的
な
峡
難
で
，
鐵
道
の
部
分
で
も
、
最
近
の
五
ク
年
計
叢
に
基

く
ソ
聯
邦
の
鐵
道
政
策
に
就
て
回
る
こ
と
少
く
、
我
々
の
關
心
を

持
つ
大
バ
ク
購
驚
遺
の
建
設
に
就
て
も
殆
ど
記
齢
執
一
か
鐸
な
い
。
　
ま
た
ト

ル
ク
シ
ブ
線
の
政
治
的
軍
事
的
意
義
を
全
然
見
落
し
て
居
る
。
な

ほ
敢
て
蝦
聴
を
問
ふ
な
ら
ば
、
エ
ニ
セ
イ
河
上
流
の
○
げ
巴
（
壁
河

が
オ
ブ
河
上
流
の
切
蕾
河
の
支
流
と
な
っ
て
居
り
（
七
〇
頁
）
、

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
四
二
四

国
。
探
し
。
o
冨
欝
ぞ
が
H
ω
9
ぎ
臨
監
岸
に
位
置
す
る
如
く
記
さ
れ
て

居
る
が
（
九
〇
頁
）
、
H
。
・
6
匿
銀
河
は
乏
（
ジ
○
臣
ω
｝
ハ
か
ら
》
8
霧
。
。
震
を

迂
園
し
て
囚
○
探
ω
o
プ
①
欝
謹
附
近
を
通
過
し
て
屠
な
い
。
ま
た
レ
ナ

河
の
河
幅
が
中
流
の
H
葬
霧
犀
附
近
で
も
ま
だ
僅
に
七
．
五
粁
と

な
っ
て
覆
る
が
（
ご
一
八
頁
）
、
挾
き
に
失
す
る
檬
に
思
は
れ
る
。

1
例
へ
ば
コ
ム
ァ
カ
デ
ミ
ィ
編
の
ソ
ヴ
エ
ー
ト
ロ
シ
や
経
濟
地

理
（
経
濟
地
理
研
究
會
課
）
に
は
十
六
粁
と
あ
る
。
一
夏
に
懲
を

云
へ
ば
、
爲
眞
版
が
不
鮮
明
で
あ
り
，
著
者
自
筆
の
地
園
も
結
構

で
は
あ
る
が
、
今
少
し
詳
細
な
選
書
が
附
さ
れ
て
居
れ
ば
、
談
者

に
と
っ
て
多
大
の
便
と
な
る
で
あ
ら
う
。
　
（
○
・
。
門
，
図
ρ
門
。
唱
舞
、
＜
。
．
一
ρ
㈹
・

置
。
鼠
σ
q
旨
①
茜
冨
腎
ぴ
β
象
b
ゴ
2
ヨ
回
・
ズ
・
諸
・
濤
・
）

　
　
　
○
ノ
さ
ω
給
器
畠
鑑
臣
○
｝
お
＜
o
答
津
薄
腎
げ
霞
彪
¢
篇

　
無
Φ
ω
試
鐸
ω
o
毎
5
ω
讐
厭
同
》
欝
⊆
①
誉
毎
ム
①
N
餌
H
㌧
①
骨
N
一
騨

　
宕
①
薫
①
団
。
蒔
①
寓
Φ
津
♂
δ
ω
ω
。
一
富
こ
ぶ
凄
σ
Q
嚢
。
巳
ヨ
津
図
∬
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
娯
8
⑦
＝
o
蕊
〉
ぴ
ぴ
…
ζ
罠
「
σ
。
2
髭
鴨
Q
。
8
龍
①
罫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ω
笛
・

　
鵠
Φ
浄
♪
目
凝
ω
簿
。
p
＝
9
彗
露
α
q
①
鑓
三
ρ
護
国
び
。
門
門
一
二
讐
8
。
詳

　
　
餐
掛
び
窯
己
毎
早
旦
碧
隔
蕊
8
親
。
ぎ
・
お
ω
ω
・
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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δ
9
添
9
β
溢
良
く
。
欝
9
5
鳥
取
ω
9
霧
’
同
ぷ
ω
①
岸
①
7
目
ひ
。
。
》
ワ

　
び
¢
臼
欝
㈹
①
静
¶
o
囚
皇
国
箒
導
娼
㌶
昌
Φ
門
ヨ
良
賢
貯
㈹
登
霞
ヨ
ゆ
●
お
ω
轟
。

　
こ
の
二
冊
の
紀
要
と
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
昨
年
末
ラ
イ
プ

チ
ヅ
ヒ
地
誌
零
物
館
よ
り
地
理
學
歎
室
に
害
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
Q
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
博
物
館
は
ω
§
窪
。
華
コ
き
あ
冨
邑
（
曳
の
主

裁
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
…
ド
地
理
畢
中
央
博
物
舘
を
除
け
ば
、
世
界

に
撃
て
唯
一
の
地
理
學
博
物
館
で
あ
る
，
一
八
九
二
年
に
ラ
イ
プ

チ
ッ
ヒ
市
出
身
の
探
瞼
家
と
し
て
、
叉
火
由
研
究
家
と
し
て
有
名

な
｝
9
警
。
】
が
賂
來
せ
ろ
火
山
に
關
す
る
多
数
．
の
蒐
集
酷
を
岡

市
に
寄
贈
し
、
民
族
博
物
館
に
地
理
部
が
設
け
ら
れ
た
の
が
、
地
誌

博
物
館
の
前
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
後
陳
列
品
も
次
第
に

増
加
し
、
民
族
博
物
館
よ
の
分
れ
て
、
…
個
の
猫
資
し
た
博
物
館

に
ま
で
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
殊
に
猫
逸
地
理
二
黒
の
元
老
で
あ

り
毒
塾
鼠
器
。
∬
窪
。
｝
6
燭
巳
零
疑
ω
。
玉
野
穿
毒
◎
の
の
著
者
で

あ
る
図
・
切
①
密
ξ
乙
が
現
鮪
長
に
就
任
し
て
場
來
、
更
に
充
實

を
加
へ
，
鑛
馬
長
叢
も
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
穏
下
財
界

不
況
の
た
め
一
時
中
止
の
巻
網
に
は
な
っ
て
居
る
が
）
、
將
來
幅
屠

の
嚢
展
を
見
る
こ
と
は
疑
ひ
の
な
い
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
細
　
　
　
介

　
蔽
に
示
し
た
紀
要
は
，
一
八
九
六
年
よ
り
一
九
一
霞
年
ま
で
一

三
冊
嵐
版
さ
れ
、
其
後
慶
刊
に
な
っ
て
居
た
毛
凶
。
。
。
。
①
霧
。
冨
剛
島
。
滞

く
⑦
a
諮
緊
浮
｝
冒
§
σ
q
窪
を
復
活
せ
し
め
た
も
の
で
、
一
九
三
二
年
よ

り
年
刊
の
形
で
引
糠
き
刊
行
さ
れ
る
豫
定
で
あ
る
。
内
容
も
揚
前

の
紀
要
が
説
明
書
の
程
度
に
止
っ
て
居
た
の
に
隠
し
，
新
版
の
紀

要
は
地
理
墨
の
各
方
爾
の
論
文
を
包
括
し
，
多
く
の
鮮
明
な
地
圖

や
篇
眞
を
加
へ
た
四
六
倍
版
の
優
れ
た
出
版
物
で
あ
る
。
今
そ
の

内
容
を
剰
算
す
れ
ば
、

第
轟
は
労
豊
箋
葛
ら
§
氏
・
・
餌
・
・
置
お
・
≧
舅
謹
・
　
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（

　
α
q
①
o
α
q
δ
讐
団
の
3
韓
レ
含
。
。
。
・
①
旨
；
ダ
誹
Φ
ぎ
ざ
鵠
G
U
繭
①
○
げ
興
密
8

　
9
①
驚
9
日
2
畠
霧
H
ω
回
お
お
⑦
一
）
翼
⑦
幹
－
厚
臼
巴
け
臼
①
蒙
Φ
ご
麟
4

　
ピ
§
象
○
同
ヨ
鐸
曜
日
9
ρ
蕊
。
・
Φ
「
鍵
○
℃
デ
9
①
p
竃
。
塁
β
⇔
鷺
玄
Φ
幹

　
第
二
輯
は
日
9
讐
僻
雪
り
図
G
U
霧
○
○
簿
。
・
。
ゴ
。
巽
寓
○
。
募
巳
・

　
一
説
鼻
Ω
”
≦
ぼ
肋
3
。
・
坤
償
凝
Ω
切
①
ω
ぼ
α
免
§
σ
q
首
ω
邑
膏
冨
⇔

　
》
ヨ
げ
。
剛
9
」
鐸
9
i
累
①
ミ
①
♂
至
り
ご
δ
ω
ε
h
の
巳
鋤
島
。
｝
6
漆
Φ
舞
創
臼

　
溝
艮
類
δ
⇔
ω
鉱
類
猛
㍉
…
G
Q
℃
p
ご
b
p
窮
月
O
．
》
国
巳
9
3
莫
③
毎
ご
σ
q
①
φ
N
質

　
賊
O
群
。
陰
富
艶
（
瓜
○
⇒
∬
謬
畠
H
鐸
7
①
開
鳥
2
閃
O
暮
①
巳
6
醤
Φ
α
費
い
o
T

　
冒
N
お
2
冒
。
。
・
旬
目
甑
（
窪
窪
象
一
凶
呂
6
ω
一
．
…
野
鼠
霧
び
①
お
や
博
U
δ

　
　
　
　
　
　
第
二
・
†
巻
　
第
二
盤
　
　
四
二
五



　
　
　
　
紹
　
　
　
介

　
㎞
§
σ
窺
。
・
8
国
譲
鼠
6
空
§
σ
Q
α
①
圏
り
畦
8
ま
器
ぴ
総
門
。
獣
ぴ
「
興

　
尉
巴
監
製
翌
暁
貯
9
Φ
0
8
σ
q
囮
餌
℃
㌶
p

　
以
上
の
論
文
を
紹
介
す
る
充
分
な
餓
白
が
な
い
た
め
、
そ
の
中

の
主
な
る
も
の
を
選
ん
で
簡
。
。
卑
に
記
し
て
置
く
。

　
巻
頭
の
閃
①
ぎ
冨
己
の
論
文
は
紀
要
の
序
文
に
代
る
も
の
で
、

博
物
館
の
内
容
を
紹
介
し
、
併
て
地
理
學
博
物
舘
に
就
て
の
彼
の

見
解
を
述
べ
て
屠
る
。
彼
は
地
理
墨
に
於
て
は
他
の
春
雪
に
比
し

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

て
一
難
限
で
見
る
も
の
義
敏
育
、
師
ち
丹
毒
、
爲
翼
、
総
叢
、
圏

　
O

表
、
標
本
、
模
型
等
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
、
此
等
の
夫
々
の
敵

果
や
利
用
の
方
法
を
實
際
の
纏
験
か
ら
記
し
て
居
る
。
ま
た
地
理

墨
博
物
館
に
於
け
る
陳
列
の
方
法
は
、
地
理
學
の
弟
分
と
同
様
に

一
般
地
理
と
地
誌
の
部
分
に
騒
籍
す
べ
き
で
あ
る
が
、
躍
な
る
分

類
に
終
ら
す
し
て
、
観
覧
者
を
し
て
綜
合
の
観
念
を
輿
へ
る
様
に

配
列
す
べ
き
で
あ
る
と
な
し
、
地
誌
博
物
館
の
南
面
米
利
擁
（
地

誌
）
と
石
炭
（
　
般
）
の
部
門
の
陳
列
方
法
を
例
謹
と
し
て
畢
げ

て
直
る
∂
≦
夢
Φ
ぎ
団
は
謬
§
河
流
域
の
ω
○
鍵
盆
地
酋
の
段

丘
列
と
、
盆
地
周
園
の
出
地
に
於
け
る
頂
上
部
の
準
李
原
遣
物
と

を
詳
細
に
追
跡
し
、
第
三
紀
か
ら
現
在
ま
で
の
西
部
バ
ル
カ
ン
牟

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巻
、
第
二
號
　
　
四
ご
六

島
の
地
形
獲
蓬
を
推
定
し
て
屠
る
。
ω
9
藍
田
①
き
2
の
論
文
は
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

て
彼
が
族
行
せ
る
北
支
那
地
方
の
観
察
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
，

我
々
が
南
識
に
於
て
屡
々
見
慣
れ
て
居
る
岩
峰
の
舟
町
す
る
北
支

那
の
特
異
な
地
形
と
氣
候
と
の
禰
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
郭

ち
彼
に
從
へ
ば
，
こ
の
異
様
な
山
形
は
森
林
の
荒
慶
に
基
く
土
壌

の
流
出
の
た
め
で
は
な
く
、
夏
季
高
温
に
し
て
多
雨
、
冬
季
乾
燥

し
て
寒
冷
な
モ
ン
ス
…
ン
氣
候
に
於
て
は
、
冬
季
に
は
岩
石
が
破

碑
さ
れ
、
箆
季
に
は
即
し
い
降
雨
の
た
め
土
砂
が
流
亡
さ
れ
、
そ
の

結
果
創
剥
作
用
が
著
し
く
進
む
か
ら
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

目
。
ぴ
重
目
の
地
誌
ぽ
囚
琶
謬
カ
ル
ス
ト
地
方
の
O
o
鋒
9
8
を

中
心
と
す
る
小
地
域
め
も
の
で
あ
る
が
、
カ
ル
ス
ト
地
方
の
論
文

と
云
へ
ば
殆
ど
地
形
乃
至
地
下
水
系
に
隈
ら
れ
、
地
誌
を
取
扱
つ

た
も
の
は
閑
お
冨
の
イ
ス
ト
リ
や
門
島
等
二
、
三
に
渦
ぎ
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
瓢
に
於
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

評
巳
の
論
文
も
衝
南
阿
弗
利
加
の
》
影
σ
o
ざ
巳
の
地
誌
で
あ
る

が
、
土
人
の
経
濟
生
活
と
聚
落
に
主
眼
を
置
い
て
居
る
こ
と
は
、

我
々
に
と
っ
て
，
特
に
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
諺
筥
σ
○
置
巳
の
如

き
草
地
帯
に
穿
て
は
、
ハ
ツ
ク
耕
が
支
配
的
な
経
濟
形
態
を
な
し
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て
居
る
。
從
っ
て
覚
る
農
法
の
存
在
す
る
地
域
に
於
て
は
、
放
浪

遊
牧
的
な
ネ
ッ
テ
ン
ト
ツ
ト
の
居
住
す
る
地
域
等
に
較
べ
て
、
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
大
な
る
定
着
性
が
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
聚
落
も
よ

へり
固
着
的
な
も
の
と
な
り
、
｝
方
に
満
て
は
原
始
的
な
商
工
業
の

繭
芽
が
胚
胎
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
認
窪
或
は
ア
ル
ゼ
リ
ア

南
部
か
ら
ニ
ヂ
ェ
ル
河
流
域
に
及
ぶ
中
部
サ
ハ
ラ
沙
漠
の
地
形
墨

的
研
究
を
畿
表
し
て
居
る
が
、
サ
ハ
ラ
沙
漠
の
特
殊
な
階
段
歌
地

形
と
大
ワ
ヂ
は
、
現
在
の
氣
候
で
は
な
く
、
以
前
の
よ
り
湿
潤
な

氣
候
の
下
に
成
生
し
た
も
の
と
看
画
し
て
彫
る
。

　
最
後
に
ピ
p
⇔
、
一
二
鳥
く
○
曝
露
島
2
0
Q
9
㌶
を
紹
介
し
て
置
こ

う
。
こ
れ
は
即
Φ
凶
巳
類
匙
と
宍
’
＜
O
図
も
免
が
編
輯
し
た
小
冊
子

で
、
表
題
か
ら
で
も
判
る
様
に
、
本
年
｝
月
に
人
民
投
票
の
行
は

れ
九
ヅ
ー
ル
の
た
め
の
大
衆
談
本
と
も
構
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

内
容
が
通
俗
的
な
ば
か
り
で
な
く
、
ヅ
…
ル
は
猫
逸
へ
の
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
の
宣
傅
が
我
々
に
は
臼
ざ
わ
り
で
あ
る
が
、
我
國
の
類
似
の

書
籍
が
徒
に
概
念
的
な
　
冨
葉
を
羅
列
し
て
居
る
の
と
異
り
、
地
誌

博
物
館
の
圓
表
や
模
型
、
或
は
爲
填
や
地
織
を
巧
に
使
用
し
て
、

ヅ
…
ル
の
土
地
と
佐
民
の
驕
係
を
、
小
暑
子
な
が
ら
充
分
理
解
せ

　
　
　
　
翻
　
　
　
介

し
め
る
編
輯
の
方
法
に
は
多
分
に
見
な
ら
ふ
べ
き
黙
が
あ
る
で
あ

ら
う
。
（
屑
臼
鎌
舞
藁
韻
鳥
陰
野
①
ω
一
碧
タ
切
三
密
×
以
上
織
田
武
雄
）

　
　
　
○
新
義
西
洋
吏
　
原
随
園
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
普
遍
史
は
か
な
ら
す
普
遍
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

「
普
遜
的
な
る
こ
と
」
は
必
ず
し
も
詳
悉
的
な
る
こ
と
を
要
し
な

い
。
例
へ
ば
ラ
ン
ケ
の
喜
。
魯
窪
は
決
し
て
詳
悉
的
で
な
い
、

に
も
不
拘
昌
々
は
か
く
の
如
く
普
遍
的
な
る
普
遍
史
を
他
に
有
っ

て
み
る
だ
ら
う
か
。
原
博
士
の
近
著
「
新
義
西
洋
史
」
も
亦
此
の
や

う
な
意
味
に
於
け
る
普
遍
史
の
一
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
部
分
は
、
そ
の
不
完
全
さ
を
免
れ
ん
が
た
め
に
，
彙

艦
と
合
致
し
た
が
っ
て
み
る
」
と
い
ふ
レ
オ
ナ
ル
ド
の
意
味
深
き

言
葉
を
巻
頭
に
掲
げ
九
の
は
、
「
全
艦
へ
の
考
慮
」
師
ち
普
遍
の
追

求
を
第
一
義
と
す
る
著
者
自
ら
の
心
境
の
告
白
な
の
で
あ
ら
う
。

よ
き
部
分
を
窃
せ
集
め
て
も
必
ず
し
も
よ
き
全
膿
を
構
成
し
な
い

こ
と
は
、
美
し
き
免
を
寄
せ
集
め
て
も
興
れ
た
繕
叢
と
は
な
ら
な

い
の
と
一
般
で
あ
る
。
部
分
の
前
に
全
艦
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

普
遍
愛
の
虚
者
は
常
に
罷
系
の
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
倦
　
第
二
盤
　
　
鶏
二
七
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